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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
12
月
22
日
は
、
木
星
と
土
星
の
軌
道
が

近
づ
き
、
地
球
か
ら
重
な
っ
た
よ
う
に
見
え
る
グ
レ
ー

ト
コ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
が
起
き
ま
し
た
。
西
洋
占
星

術
で
は
、
こ
の
時
を
境
に
風
の
時
代
に
な
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
２
４
０
年
程
続
い
て
き
た
地
の
時
代
は
、

「
産
業
、
労
働
、
経
済
」
を
中
心
と
し
た
社
会
の
基
盤

づ
く
り
の
時
代
で
し
た
。
地
の
時
代
が
始
ま
っ
た
の
が

産
業
革
命
の
頃
で
地
球
全
体
で
経
済
の
基
盤
作
り
を
し

て
き
た
の
で
す
。
富
裕
層
と
貧
困
層
が
明
確
に
な
り
、

お
金
が
あ
る
ほ
ど
良
い
、
偉
い
に
な
る
社
会
で
も
あ
り

ま
し
た
。
時
代
は
こ
れ
ま
で
の
資
本
主
義
・
経
済
活
動

の
基
盤
作
り
の
時
代
か
ら
、
個
々
の
権
利
や
自
由
を
開

放
す
る
時
代
へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

新
し
い
風
の
時
代
は
、
「
個
人
、
個
々
の
自
由
と
権

利
、
平
等
性
」
「
ネ
ッ
ト
や
人
と
の
関
わ
り
」
と
い
う

こ
と
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
も
う
す
で

に
数
年
前
か
ら
、
こ
の
風
の
時
代
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
社

会
で
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。

急
速
に
進
む
ネ
ッ
ト
社
会
、
そ
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
時
代
の
切
り
替
わ
り
の
き
っ
か
け
に
な
り
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
テ
レ
ワ
ー
ク
や
オ
ン
ラ
イ

ン
の
普
及
は
そ
の
象
徴
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

Ｑ
の
人
た
ち
が
権
利
を
求
め
て
活
動
を
進
め
る
等
、
個

々
の
自
由
や
権
利
の
尊
重
も
ま
さ
に
風
の
時
代
的
な
動

き
だ
と
言
え
ま
す
。

と
は
言
え
、
長
く
続
い
た
地
の
時
代
の
名
残
は
ま
だ

し
ば
ら
く
残
り
、
こ
れ
か
ら
20
年
ほ
ど
は
切
り
替
え
の

時
期
と
し
て
、
地
の
時
代
的
な
出
来
事
と
新
し
い
流
れ

が
ぶ
つ
か
り
合
い
な
が
ら
、
様
々
な
価
値
観
が
生
ま
れ

変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

新
し
い
時
代
は
、
一
人
一
人
が
主
役
で
す
。
自
分
の

頭
で
考
え
て
、
そ
れ
を
行
動
し
て
い
く
。
そ
れ
を
何
回

も
繰
り
返
し
て
い
け
ば
パ
ワ
ー
が
増
し
て
い
き
、
幸
せ

が
舞
い
込
ん
で
き
ま
す
。

同
じ
よ
う
な
価
値
観
を
持
っ
た
仲
間
を
増
や
し
て
い

き
、
新
し
い
風
の
時
代
の
到
来
を
意
識
し
て
、
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
な
心
で
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
新
た
な
価
値
観
を
見

出
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
自
ら
が
光
と
な
っ
て
、
愛

を
持
っ
て
物
事
に
あ
た
り
、
真
実
に
向
け
て
良
き
時
代

を
作
っ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

ＯＯＰＰＩＩＮＮＩＩＯＯＮＮＳＳ
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新
型
コ
ロ
ナ
感
染
や
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
で
、
日
本
の

企
業
は
変
革
の
嵐
の
中
に
い
る
。
変
革

の
中
に
あ
っ
て
も
、
失
っ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
が
あ
る
。
前
回
の
引
き
続
づ
い

て
、
飯
田
Ｇ
Ｈ
Ｄ
創
業
時
の
飯
田
一
男

会
長
が
残
し
た
座
右
の
銘
に
し
て
い
る

『
飯
田
語
録
』
か
ら
、
そ
の
一
部
を
紹

介
し
た
い
。
『
飯
田
語
録
』
と
は
、
飯

田
会
長
の
下
で
働
き
な
が
ら
日
々
言
わ

れ
た
こ
と
を
語
録
と
し
て
ま
と
め
た
も

の
で
あ
る
。
飯
田
会
長
は
、
幾
多
の
荒

波
を
知
恵
を
出
し
、
苦
労
し
て
乗
り
切

っ
て
き
た
。

「「
語語
録録
４４
：：
身身
のの
丈丈
にに
合合
っっ
たた
仕仕
事事
をを

しし
ろろ

経
験
を
積
ん
で
い
く
と
、
今

ま
で
で
き
な
か
っ
た
よ
う
な
情
報
も
入

っ
て
く
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
内
に
実

力
以
上
の
案
件
が
入
り
出
し
、
そ
れ
に

手
を
付
け
て
し
ま
う
。
実
力
以
上
の
多

額
の
借
り
入
れ
を
す
れ
ば
、
危
機
の
時

に
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
金
融

機
関
に
見
放
さ
れ
倒
産
す
る
し
か
な
く

な
る
。
自
分
自
身
の
身
の
丈
に
ど
れ
位

あ
る
と
い
う
認
識
も
、
常
に
考
え
頭
の

中
に
入
れ
て
行
動
す
る
。
身
の
丈
以
上

の
仕
事
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
一
つ
だ
け
で

複
数
は
絶
対
に
や
っ
て
は
い
け
な
い
。

や
る
時
は
考
え
に
考
え
抜
い
て
、
慎
重

か
つ
丁
寧
に
進
め
る
よ
う
に
」
。

順
調
に
成
長
を
続
け
て
い
く
と
き
、

自
分
の
実
力
が
見
え
な
く
な
る
こ
と
が

あ
る
。
そ
の
身
の
丈
を
知
る
こ
と
、
そ

れ
自
体
が
難
し
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

葛
藤
の
中
で
の
身
の
丈
以
上
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
、
一
つ
だ
け
な
ら
良
い
と
い
う
。

問
題
が
起
き
て
も
一
つ
な
ら
、
そ
こ
に

経
営
資
源
を
集
中
し
て
、
全
力
て
対
策

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
示
唆
を
受
け

た
。

「「
語語
録録
５５
：：
道道
理理
をを
わわ
きき
まま
ええ
ろろ

も
の
ご
と
に
は
道
理
が
あ
る
。
普
通
の

ＯＯＰＰＩＩＮＮＩＩＯＯＮＮＳＳ
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人
が
も
っ
と
も
だ
と
考
え
る
よ
う
な
こ

と
は
大
抵
正
解
で
あ
る
。
欲
で
道
理
を

外
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
行
っ
て
は
な
ら

な
い
。
お
金
の
儲
け
話
の
裏
側
で
、
道

理
を
無
視
し
た
よ
う
な
事
が
あ
る
が
、

そ
う
い
う
こ
と
を
絶
対
に
し
て
は
な
ら

な
い
。
業
界
の
中
に
も
、
悪
し
き
慣
習

等
が
あ
る
が
、
そ
う
い
う
事
を
正
し
く

し
て
い
く
の
は
我
々
の
責
務
で
あ
る
。

道
理
に
合
っ
た
、
正
し
い
ル
ー
ル
の

中
で
、
公
平
な
競
争
す
る
よ
う
に
。
同

業
者
が
、
道
理
を
外
れ
た
商
売
を
し
て

利
益
を
上
げ
て
い
る
と
し
て
も
、
決
し

て
真
似
を
し
て
は
な
ら
な
い
」
。

業
界
に
は
、
悪
し
き
習
慣
が
あ
り
、

そ
の
慣
習
に
従
う
よ
う
求
め
て
く
る
。

効
率
が
悪
く
て
も
、
断
固
拒
否
を
し
て

正
し
き
道
を
手
繰
り
寄
せ
る
。
時
間
が

か
か
っ
て
も
、
正
道
を
歩
み
解
決
を
し

て
き
た
。
海
外
と
の
取
引
で
は
良
く
賄

賂
を
要
求
さ
れ
る
。
断
固
拒
否
を
し
て

、
効
率
が
悪
く
て
も
正
し
き
道
を
見
つ

け
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
し
て
き
た
。

「「
語語
録録
６６
：：
金金
銭銭
感感
覚覚
をを
しし
っっ
かか
りり
持持

てて

我
々
の
商
売
は
、
扱
う
金
額
が

大
き
い
の
で
、
金
銭
感
覚
が
麻
痺
し
て

し
ま
う
。
我
々
は
一
つ
売
れ
れ
ば
数
百

万
の
利
益
が
で
る
が
、
農
家
は
一
つ
売

っ
て
数
十
円
、
部
品
メ
ー
カ
ー
は
一
つ

売
っ
て
何
銭
と
い
う
感
覚
の
違
い
が
あ

る
。
貧
乏
で
あ
っ
た
時
の
自
分
の
金
銭

感
覚
は
、
絶
対
に
忘
れ
な
い
よ
う
に
し

ろ
。
実
際
に
家
を
買
う
人
の
金
銭
感
覚

で
考
え
る
よ
う
に
し
ろ
。
彼
ら
は
30
年

も
の
ロ
ー
ン
を
こ
れ
か
ら
抱
え
て
い
く

の
だ
か
ら
」
。

顧
客
の
気
持
ち
に
な
れ
な
い
と
、
顧

客
の
求
め
る
家
づ
く
り
は
で
き
な
い
と

思
う
。
家
づ
く
り
は
、
目
に
見
え
な
い

ほ
ど
の
沢
山
の
人
の
小
さ
な
価
値
の
集

積
で
つ
く
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
12
月
22
日
は
、
木
星
と
土
星
の
軌
道
が

近
づ
き
、
地
球
か
ら
重
な
っ
た
よ
う
に
見
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グ
レ
ー

ト
コ
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ャ
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ク
シ
ョ
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し
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時
代
に
な
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と
言
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れ

て
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ま
す
。
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れ
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で
２
４
０
年
程
続
い
て
き
た
地
の
時
代
は
、

「
産
業
、
労
働
、
経
済
」
を
中
心
と
し
た
社
会
の
基
盤

づ
く
り
の
時
代
で
し
た
。
地
の
時
代
が
始
ま
っ
た
の
が

産
業
革
命
の
頃
で
地
球
全
体
で
経
済
の
基
盤
作
り
を
し

て
き
た
の
で
す
。
富
裕
層
と
貧
困
層
が
明
確
に
な
り
、

お
金
が
あ
る
ほ
ど
良
い
、
偉
い
に
な
る
社
会
で
も
あ
り

ま
し
た
。
時
代
は
こ
れ
ま
で
の
資
本
主
義
・
経
済
活
動

の
基
盤
作
り
の
時
代
か
ら
、
個
々
の
権
利
や
自
由
を
開

放
す
る
時
代
へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

新
し
い
風
の
時
代
は
、
「
個
人
、
個
々
の
自
由
と
権

利
、
平
等
性
」
「
ネ
ッ
ト
や
人
と
の
関
わ
り
」
と
い
う

こ
と
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
も
う
す
で

に
数
年
前
か
ら
、
こ
の
風
の
時
代
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キ
ー
ワ
ー
ド
は
社

会
で
感
じ
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よ
う
に
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し
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進
む
ネ
ッ
ト
社
会
、
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し
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コ
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ウ
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ル
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時
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切
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わ
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き
っ
か
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に
な
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し
た
。
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。

と
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流
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、
様
々
な
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観
が
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ま
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変
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て
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ま
す
。

新
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時
代
は
、
一
人
一
人
が
主
役
で
す
。
自
分
の

頭
で
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え
て
、
そ
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行
動
し
て
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く
。
そ
れ
を
何
回

も
繰
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て
い
け
ば
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ー
が
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、
幸
せ

が
舞
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込
ん
で
き
ま
す
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じ
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[西河技術経営学入門（第３期）講座]

経営における技術の役割

西河技術経営学沼田塾と財団研究会とがコラボ
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第第９９期期評評議議員員会会

公公益益財財団団をを目目指指しし、、技技術術経経営営学学のの普普及及啓啓発発

９
期
の
募
集
ま
で
に
講
座
構
成
お
よ
び

講
師
を
見
直
す
」
と
提
案
し
た
。

群
馬
で
開
催
す
る
西
河
技
術
経
営
塾

入
門
講
座
沼
田
塾
で
は
、
２
期
生
を
募

集
す
る
と
と
も
に
、
図
書
を
基
礎
教
材

に
使
い
つ
つ
、
教
材
の
大
幅
刷
新
と
新

人
講
師
の
登
用
に
取
組
む
。
中
小
企
業

経
営
者
を
意
識
し
「
時
代
の
変
革
を
先

取
り
し
た
講
座
内
容
と
な
る
よ
う
見
直

す
」
と
目
指
す
べ
く
目
標
を
提
示
。

西西
河河
技技
術術
経経
営営
学学
研研
究究
準準
備備
会会
合合

日
本
型
経
営
の
良
さ
を
残
し
な
が
ら

グ
ロ
ー
バ
ル
人
財
を
い
か
に
育
成
す
る

か
に
課
題
あ
り
と
問
題
提
起
。

「
グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
戦
略
論
」
と
題

し
、
ク
ロ―

バ
ル
市
場
で
活
躍
す
る
こ

と
が
で
き
る
技
術
経
営
人
財
の
育
成
方

第
８
期
事
業
報
告
と
第
９
期
事
業
計

画
を
審
議
す
る
評
議
員
会
を
12
月
９
日

午
後
６
時
か
ら
、
明
治
神
宮
内
フ
ォ
ー

レ
ス
ト
テ
ラ
ス
明
治
神
宮
内
「
椎
」

の
間
で
開
い
た
。

評
議
員
会
の
議
長
に
は
、
吉
久
保
信

一
が
就
任
し
た
。

８
つ
の
議
案
が
提
案
さ
れ
た
、
満
場

意
義
な
く
承
認
さ
れ
た
。

一
号
議
案
：
第
８
期
事
業
報
告

二
号
議
案
：
第
８
期
決
算
報
告

三
号
議
案
：
評
議
員
の
選
任

四
号
議
案
：
理
事
の
選
任

五
号
議
案
：
第
９
期
事
業
計
画

六
号
議
案
：
第
９
期
収
支
予
算
書

七
号
議
案
：
評
議
員
、
理
事
及
び
監

事
の
報
酬
の
額

八
号
議
案
：
議
事
録
署
名
人
の
選
任

理
事
会
報
告
：
理
事
長
、
顧
問
選
任

第第
９９
期期
事事
業業
計計
画画
のの
概概
要要

西
河
技
術
経
営
塾
実
践
経
営
ス
ク
ー

ル
は
「
７
期
生
ま
で
の
成
果
と
反
省
を

踏
ま
え
て
、
実
務
に
役
立
つ
技
術
経
営

に
関
す
る
基
礎
知
識
お
よ
び
ビ
ジ
ネ
ス

創
出
力
の
鍛
錬
に
取
組
む
」
と
し
「
第

五五
年年
先先
をを
考考
ええ
たた
財財
団団
運運
営営

地方の創生には、地元の経営者がイノベートしなければならない。３月からの「西河経営塾
入門講座（沼田塾）」では、沼田市の後援を得て地域に根差した経営人財育成に取組む。

上記写真は、2020年12月９日明治神宮内の会館で開催された評議員会の様子である。手前左から小坂評議員、杉本理事、小平専務理
事（事業報告）、対面左から廣田監事問、淺野理事、西河理事長、前田評議員。

22002200..1122..99

第９期 財団評議員会 事業計画

第９期（2020年度）
一般財団法人アーネスト育成財団

役役員員体体制制

１１．．理理事事体体制制（（任任期期２２年年））
西河 洋 一 理事・理事長 （再任）
小平 和一朗 理事・専務理事 （再任）
淺野 昌 宏 理事 （再任）
山中 隆 敏 理事 （新任）

２２．．評評議議員員体体制制（（任任期期４４年年））
吉久保 信一 評議員 （再任）
前田 光 幸 評議員 （残り任期２年）
志手 一 哉 評議員 （新任）
渋谷 加津美 評議員 （新任）
小坂 哲 平 評議員 （新任）

３３．．監監事事（（任任期期４４年年））
廣田 令 子 監 事 （残り任期１年）

４４．．顧顧問問（（５５名名以以内内））（（任任期期２２年年））
吉久保 誠一 （再任）
平 強 （再任）
大橋 克 已 （再任）
柴田 智 宏 （新任）
杉本 晴 重 （新任）

図図１１ 第第９９期期のの役役員員体体制制

評評議議員員会会のの開開催催ににああたたりり挨挨
拶拶すするる西西河河洋洋一一理理事事長長
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「「西西河河技技術術経経営営学学」」研研究究準準備備会会合合

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
「
こ
れ
か
ら
の
『

つ
く
り
』
の
戦
略
」
「
『
読
み
・
書
き

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
』
教
育
」
の
教
材
づ

く
り
と
、
豊
富
な
講
座
創
成
課
題
に
取

組
む
と
提
案
し
て
い
る
。

昨
年
の
11
月
25
日
、
財
団
内
会
議
卓

に
て
第
１
回
目
に
な
る
西
河
技
術
経
営

学
準
備
会
合
を
開
催
し
た
。
小
平
和
一

朗
専
務
理
事
が
座
長
に
、
山
中
隆
敏
（

理
事
）
、
小
坂
哲
平
（
西
河
技
術
経
営

学
沼
田
塾
代
表
・
小
坂
建
設
社
長
）
、

土
山
真
由
美
（
ハ
マ
ゴ
ム
エ
イ
コ
ム
技

師
、
岩
手
大
学
大
学
院
）
、
渋
谷
加
津

美
（
タ
ム
ラ
製
作
所
）
が
委
員
に
就
任

し
た
。
研
究
準
備
会
合
設
立
の
背
景
に

あ
る
西
河
技
術
経
営
塾
講
座
見
直
し
の

ポ
イ
ン
ト
は
図
２
の
８
つ
で
あ
る
。

第１回、第２回、第３回研究準備会合

実
際
、
受
講
生
の
多
く
が
中
小
企
業

経
営
者
で
あ
る
。
経
営
学
は
大
企
業
を

前
提
と
し
て
る
こ
と
が
多
く
、
基
本
的

な
違
い
も
多
い
。
Ｄ
Ｘ
に
お
い
て
も
何

が
で
き
る
か
は
、
企
業
実
態
に
よ
る
。

理
想
は
あ
く
ま
で
遠
く
に
あ
る
目
標
で

あ
り
、
そ
れ
を
把
握
し
た
上
で
の
戦
略

・
戦
術
と
基
礎
教
育
が
必
要
で
あ
る
。

急急
速速
なな
社社
会会
変変
革革
にに
対対
応応
すす
るる

小
平
座
長
は
「
財
団
の
研
究
会
活
動

は
、
一
段
上
の
段
階
に
入
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
社
会
変
革
が
急
速
に
進
行

、
経
営
者
が
求
め
る
経
営
に
関
す
る
情

報
と
は
何
か
の
観
点
で
リ
サ
ー
チ
」
「

財
団
が
取
組
む
課
題
を
具
現
化
す
る
た

め
に
、
本
研
究
準
備
会
合
が
あ
る
」
と

説
明
す
る
。

第
１
回
会
合
で
は
研
究
員
の
当
面
の

研
究
課
題
を
明
確
に
し
「
西
河
技
術
経

営
塾
入
門
講
座
（
沼
田
）
」
の
講
座
資

料
を
次
回
ま
で
に
作
成
す
る
と
し
た
。

第第
２２
回回
目目
、、
講講
座座
資資
料料
レレ
ビビ
ュュ
ーー

昨
年
の
12
月
21
日
に
第
２
回
目
を
開

催
し
た
。
入
門
講
座
（
沼
田
）
の
講
座

資
料
を
レ
ビ
ュ
ー
し
た
。

山山
中中
・・
ググ
ロロ
ーー
ババ
ルル
経経
営営
戦戦
略略
論論

山
中
は
「
中
小
企
業
の
た
め
の
グ
ロ

ー
バ
ル
経
営
戦
略
論
」
と
題
す
る
講
義

資
料
を
作
成
し
、
レ
ビ
ュ
ー
し
た
。
グ

法
の
研
究
に
取
り
組
む
。

併
せ
て
「
中
小
企
業
が
取
り
組
む
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｄ
Ｘ
）
戦
略
」
「
コ
ス
ト
ハ
ー
フ
の

取
り
組
み
」
「
商
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

22002200..1111..2255、、1122..2211、、22002211..11..1122

ロ
ー
バ
ル
化
を
「
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
」
「
市
場
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
「
生

産
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
「
人
財
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化
」
の
４
つ
に
区
分
し
、
説
明

を
す
す
め
る
。

小小
坂坂
・・
ブブ
ララ
ンン
ドド
構構
築築
戦戦
略略

小
坂
は
「
中
小
企
業
の
た
め
の
ブ
ラ

ン
ド
構
築
戦
略
」
と
題
す
る
講
義
資
料

を
作
成
し
た
。
ブ
ラ
ン
ド
研
究
は
、
多

く
が
大
企
業
を
対
象
の
研
究
で
、
中
小

企
業
で
は
使
い
難
い
。
そ
こ
が
課
題
。

小
坂
社
長
が
取
り
組
ん
だ
小
坂
建
設

の
「
躍
動
す
る
現
場
力
」
と
い
う
ブ
ラ

ン
ド
構
築
過
程
と
効
果
に
つ
い
て
、
ま

ず
整
理
す
る
こ
と
の
方
が
中
小
企
業
の

経
営
者
に
参
考
に
な
る
、
に
取
組
む
。

土土
山山
・・
ＥＥ
ＲＲ
ＰＰ
（
注
１
）
のの
構構
築築

土
山
は
「
会
社
の
成
長
に
あ
わ
せ
た

シ
ス
テ
ム
の
活
用‐

Ｅ
Ｒ
Ｐ
の
考
え
方

の
活
用‐

」
と
題
す
る
講
義
資
料
を
作

成
。
①
Ｄ
Ｘ
に
お
け
る
Ｅ
Ｒ
Ｐ
の
位
置

づ
け
、
②
効
果
の
出
る
と
こ
ろ
か
ら
始

め
る
Ｅ
Ｒ
Ｐ
の
構
築
、
③
Ｅ
Ｒ
Ｐ
導
入

の
コ
ツ
、
④
基
幹
シ
ス
テ
ム
成
功
へ
の

道
筋
、
⑤
売
上
や
従
業
ン
規
模
に
応
じ

経
営
者
に
対
す
る
デ
ジ
タ
ル
教
育
で
遅
れ

図図４４ 土土山山真真由由美美のの講講義義資資料料のの表表紙紙

図図３３ 山山中中隆隆敏敏のの講講義義資資料料のの表表紙紙

「「
西西
河河
技技
術術
経経
営営
学学
」」
研研
究究
準準
備備
会会
合合
でで
課課
題題
解解
決決

て
小
さ
く
始
め
る
、
と
整
理
し
た
。

渋渋
谷谷
・・
商商
品品
開開
発発
ププ
ロロ
ママ
ネネ

渋
谷
は
「
中
小
企
業
の
た
め
の
商
品

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

と
題
す
る
講
義
資
料
を
作
成
。
中
小
企

業
が
取
組
む
商
品
開
発
の
や
り
方
を
講

義
し
て
欲
し
い
。
今
ま
で
の
経
験
を
生

か
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
い
か
に
取
り
組
ん
だ
か
を
講
義

す
る
。
借
り
物
で
は
な
く
、
実
体
験
に

基
づ
い
た
実
学
を
話
さ
な
け
れ
ば
受
講

生
に
伝
わ
ら
な
い
と
指
摘
さ
れ
る
。

第第
３３
回回
、、
ＤＤ
ＸＸ
とと
ＥＥ
ＲＲ
ＰＰ
試試
験験
講講
座座

第
３
回
準
備
会
合
で
土
山
の
講
義
資

料
を
評
価
す
る
た
め
、
本
年
１
月
12
日

西
河
技
術
経
営
学
沼
田
塾
（
代
表
小
坂

）
の
塾
生
に
対
し
、
試
験
講
座
に
取
組

ん
だ
。
「
初
学
習
者
の
た
め
の
Ｄ
Ｘ
入

門
」
「
会
社
の
成
長
に
合
わ
せ
た
シ
ス

テ
ム
の
活
用
」
と
題
し
講
義
し
た
。

（
土
山
の
講
義
は
、
本
紙
の
４
～
５
頁

の
「
中
小
企
業
の
Ｄ
Ｘ
戦
略
を
研
究
す

る
」
で
報
告
し
て
い
る
）

図図２２ 西西河河技技術術経経営営塾塾講講座座見見直直ししのの８８つつののポポイインントト

西西河河技技術術経経営営塾塾講講座座見見直直ししのの８８つつののポポイインントト

（１）中小企業に視点をあわせた技術経営学。
（２）常態化している赤字体質からの脱皮。
（３）会計数値で経営する。
（４）強みづくりと自社の強みの認識。
（５）身丈に合ったブランド構築戦略。
（６）コストハーフの取り組み。
（７）ＤＸ対応戦略と戦術。
（８）ＥＲＰと次世代の管理手法。

（注１）ＥＲＰ（Enterprise Resource Planning：統合基幹業務システム）
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中中小小企企業業ののDDXX戦戦略略をを研研究究すするる

「西河技術経営学」研究準備会合（第３回）

「
西
河
技
術
経
営
学
」
研
究
準
備
会

合
は
、
昨
年
の
11
月
25
日
に
第
一
回
目

の
会
合
を
開
催
し
た
。
小
平
和
一
朗
専

務
理
事
（
座
長
）
、
山
中
隆
敏
理
事
、

小
坂
哲
平
西
河
技
術
経
営
学
沼
田
塾
代

表
、
土
山
真
由
美
岩
手
大
学
大
学
院
、

渋
谷
加
津
美
タ
ム
ラ
製
作
所
が
研
究
準

備
会
合
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。

本
年
１
月
12
日
開
催
の
第
三
回
準
備

会
合
で
、
西
河
技
術
経
営
学
沼
田
塾
の

塾
生
に
対
し
、
土
山
が
講
師
と
な
っ
て

中
小
企
業
の
経
営
者
向
け
の
Ｄ
Ｘ
に
関

す
る
試
験
講
座
に
取
組
ん
だ
。

Ｄ
Ｘ
に
は
、
お
金
が
か
か
る
。
投
資

し
た
ら
人
件
費
は
増
え
る
。
安
易
な
投

資
は
、
中
小
企
業
の
命
取
り
。
お
金
を

掛
け
ず
に
や
る
Ｄ
Ｘ
は
あ
る
。
以
上
の

問
題
意
識
で
土
山
は
講
義
し
た
。

『
初
学
習
者
の
た
め
の
Ｄ
Ｘ
入
門
』

で
は
、
①
最
新
の
技
術
の
活
用
、
②
取

り
巻
く
環
境
、
③
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
普

及
率
、
④
海
外
で
の
、
企
業
に
お
け
る

デ
ジ
タ
ル
化
例
、
⑤
何
か
ら
取
り
組
み

ま
す
か
？
、
⑥
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ま
な

い
理
由
、
⑦
ま
ず
は
自
社
を
考
え
る
、

⑧
何
か
ら
取
り
組
み
ま
す
か
、
⑨
分
解

整
理
し
ま
し
ょ
う
、
⑩
デ
ジ
タ
ル
化
の

ア
イ
デ
ィ
ア
チ
ー
ム
を
作
ろ
う
、
⑪
デ

ジ
タ
ル
化
の
ハ
ウ
ツ
ー
、
⑫
技
術
に
あ

わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
や
り
た
い
こ
と

に
合
わ
せ
て
考
え
る
、
を
講
義
す
る
。

「
⑦
ま
ず
は
自
社
を
考
え
る
」
で
は

「
売
上
と
投
資
余
力
」
「
従
業
員
数
」

「
強
み
と
弱
み
の
整
理
」
を
考
慮
し
た

戦
略
づ
く
り
が
大
切
で
あ
る
と
講
義
。

『
会
社
の
成
長
に
あ
わ
せ
た
シ
ス
テ

ム
の
活
用
・
Ｅ
Ｒ
Ｐ
』
で
は
①
Ｄ
Ｘ
に

お
け
る
Ｅ
Ｒ
Ｐ
と
は
、
②
効
果
の
出
る

こ
と
か
ら
始
め
る
Ｅ
Ｒ
Ｐ
の
考
え
方
、

③
事
例
に
基
づ
く
導
入
の
コ
ツ
、
④
陥

初初学学習習者者ののたためめののDDXX入入門門

2021年1月12日（火）18時から、「西河技術経
営学」研究準備会合（第3回）（座長：小平和
一朗専務理事）と西河技術経営学沼田塾（代表
：小坂哲平）との共同の研究会が開催された。
準備会合メンバーの土山真由美が『初学習者の
ためのDX入門』『会社の成長にあわせたシステ
ムの活用-ERPの考え方の活用-』と題し講義。

財財団団ででZoomをを使使っってて、、研研究究会会のの司司会会運運営営ををすするる小小平平和和一一朗朗専専務務理理事事とと山山中中隆隆敏敏理理事事

Zoomをを使使っってて講講義義ををすするるハハママゴゴムムのの土土山山真真由由美美
技技師師。。中中小小企企業業向向けけERPシシスステテムムのの開開発発にに取取組組

むむ現現役役ののシシスステテムムエエンンジジニニアア。。芝芝浦浦工工業業大大学学大大
学学院院工工学学ママネネジジメメンントト研研究究科科をを修修了了後後、、現現在在岩岩手手
大大学学大大学学院院博博士士後後期期課課程程でで博博士士論論文文執執筆筆中中のの
研研究究者者。。「「中中小小企企業業ののたためめののDX戦戦略略」」はは、、財財団団研研
究究会会ででのの研研究究課課題題。。

中中
小小
企企
業業
経経
営営
者者
のの
人人
財財
育育
成成

ＤＤ
ＸＸ
のの
崖崖
をを
乗乗
りり
越越
ええ
るる
対対
応応
策策

り
や
す
い
失
敗
、
⑤
小
さ
く
始
め
て
、

売
上
や
従
業
員
規
模
に
応
じ
た
シ
ス
テ

ム
改
善
、
を
講
義
し
た
。

「
②
効
果
の
出
る
こ
と
か
ら
始
め
る

Ｅ
Ｒ
Ｐ
の
考
え
方
」
で
は
、
図
５
を
使

っ
て
、
ス
テ
ー
ジ
３
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

す
べ
き
と
説
明
し
た
。

図図５５ 効効果果ののででるるここととかからら始始めめるるスステテーージジ区区分分

司
会
の
小
平
専
務
か
ら
「
今
日
の
講

義
を
聴
い
て
の
私
の
会
社
の
Ｄ
Ｘ
戦
略

を
語
っ
て
欲
し
い
」
と
質
し
た
。

エ
ク
セ
ル
で
の
管
理
を
事
務
の
子
に

任
せ
て
い
る
。
「
３
名
以
上
で
デ
ー
タ

会会社社のの成成長長にに合合わわせせたたシシスステテムム活活用用・・EERRPP

（（
司司
会会
））
私私
のの
会会
社社
のの
ＤＤ
ＸＸ
戦戦
略略

報報
告告
：：
鞍鞍
城城
建建
設設
・・
石石
坂坂
専専
務務寺寺社社、、茶茶室室ななどどもも手手掛掛けけ

るる木木造造戸戸建建住住宅宅をを請請負負うう
工工務務店店のの石石坂坂辰辰郎郎専専務務

西西河河技技術術経経営営学学沼沼田田塾塾とと財財団団研研究究会会ととががココララボボ

西西河河技技術術経経営営学学研研究究準準備備会会合合 2021.1.12
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中中小小企企業業ののDDXX戦戦略略をを研研究究すするる

「西河技術経営学」研究準備会合（第３回）

「
西
河
技
術
経
営
学
」
研
究
準
備
会

合
は
、
昨
年
の
11
月
25
日
に
第
一
回
目

の
会
合
を
開
催
し
た
。
小
平
和
一
朗
専

務
理
事
（
座
長
）
、
山
中
隆
敏
理
事
、

小
坂
哲
平
西
河
技
術
経
営
学
沼
田
塾
代

表
、
土
山
真
由
美
岩
手
大
学
大
学
院
、

渋
谷
加
津
美
タ
ム
ラ
製
作
所
が
研
究
準

備
会
合
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。

本
年
１
月
12
日
開
催
の
第
三
回
準
備

会
合
で
、
西
河
技
術
経
営
学
沼
田
塾
の

塾
生
に
対
し
、
土
山
が
講
師
と
な
っ
て

中
小
企
業
の
経
営
者
向
け
の
Ｄ
Ｘ
に
関

す
る
試
験
講
座
に
取
組
ん
だ
。

Ｄ
Ｘ
に
は
、
お
金
が
か
か
る
。
投
資

し
た
ら
人
件
費
は
増
え
る
。
安
易
な
投

資
は
、
中
小
企
業
の
命
取
り
。
お
金
を

掛
け
ず
に
や
る
Ｄ
Ｘ
は
あ
る
。
以
上
の

問
題
意
識
で
土
山
は
講
義
し
た
。

『
初
学
習
者
の
た
め
の
Ｄ
Ｘ
入
門
』

で
は
、
①
最
新
の
技
術
の
活
用
、
②
取

り
巻
く
環
境
、
③
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
普

及
率
、
④
海
外
で
の
、
企
業
に
お
け
る

デ
ジ
タ
ル
化
例
、
⑤
何
か
ら
取
り
組
み

ま
す
か
？
、
⑥
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ま
な

い
理
由
、
⑦
ま
ず
は
自
社
を
考
え
る
、

⑧
何
か
ら
取
り
組
み
ま
す
か
、
⑨
分
解

整
理
し
ま
し
ょ
う
、
⑩
デ
ジ
タ
ル
化
の

ア
イ
デ
ィ
ア
チ
ー
ム
を
作
ろ
う
、
⑪
デ

ジ
タ
ル
化
の
ハ
ウ
ツ
ー
、
⑫
技
術
に
あ

わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
や
り
た
い
こ
と

に
合
わ
せ
て
考
え
る
、
を
講
義
す
る
。

「
⑦
ま
ず
は
自
社
を
考
え
る
」
で
は

「
売
上
と
投
資
余
力
」
「
従
業
員
数
」

「
強
み
と
弱
み
の
整
理
」
を
考
慮
し
た

戦
略
づ
く
り
が
大
切
で
あ
る
と
講
義
。

『
会
社
の
成
長
に
あ
わ
せ
た
シ
ス
テ

ム
の
活
用
・
Ｅ
Ｒ
Ｐ
』
で
は
①
Ｄ
Ｘ
に

お
け
る
Ｅ
Ｒ
Ｐ
と
は
、
②
効
果
の
出
る

こ
と
か
ら
始
め
る
Ｅ
Ｒ
Ｐ
の
考
え
方
、

③
事
例
に
基
づ
く
導
入
の
コ
ツ
、
④
陥

初初学学習習者者ののたためめののDDXX入入門門

2021年1月12日（火）18時から、「西河技術経
営学」研究準備会合（第3回）（座長：小平和
一朗専務理事）と西河技術経営学沼田塾（代表
：小坂哲平）との共同の研究会が開催された。
準備会合メンバーの土山真由美が『初学習者の
ためのDX入門』『会社の成長にあわせたシステ
ムの活用-ERPの考え方の活用-』と題し講義。

財財団団ででZoomをを使使っってて、、研研究究会会のの司司会会運運営営ををすするる小小平平和和一一朗朗専専務務理理事事とと山山中中隆隆敏敏理理事事

Zoomをを使使っってて講講義義ををすするるハハママゴゴムムのの土土山山真真由由美美
技技師師。。中中小小企企業業向向けけERPシシスステテムムのの開開発発にに取取組組

むむ現現役役ののシシスステテムムエエンンジジニニアア。。芝芝浦浦工工業業大大学学大大
学学院院工工学学ママネネジジメメンントト研研究究科科をを修修了了後後、、現現在在岩岩手手
大大学学大大学学院院博博士士後後期期課課程程でで博博士士論論文文執執筆筆中中のの
研研究究者者。。「「中中小小企企業業ののたためめののDX戦戦略略」」はは、、財財団団研研
究究会会ででのの研研究究課課題題。。

中中
小小
企企
業業
経経
営営
者者
のの
人人
財財
育育
成成

ＤＤ
ＸＸ
のの
崖崖
をを
乗乗
りり
越越
ええ
るる
対対
応応
策策

り
や
す
い
失
敗
、
⑤
小
さ
く
始
め
て
、

売
上
や
従
業
員
規
模
に
応
じ
た
シ
ス
テ

ム
改
善
、
を
講
義
し
た
。

「
②
効
果
の
出
る
こ
と
か
ら
始
め
る

Ｅ
Ｒ
Ｐ
の
考
え
方
」
で
は
、
図
５
を
使

っ
て
、
ス
テ
ー
ジ
３
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

す
べ
き
と
説
明
し
た
。

図図５５ 効効果果ののででるるここととかからら始始めめるるスステテーージジ区区分分

司
会
の
小
平
専
務
か
ら
「
今
日
の
講

義
を
聴
い
て
の
私
の
会
社
の
Ｄ
Ｘ
戦
略

を
語
っ
て
欲
し
い
」
と
質
し
た
。

エ
ク
セ
ル
で
の
管
理
を
事
務
の
子
に

任
せ
て
い
る
。
「
３
名
以
上
で
デ
ー
タ

会会社社のの成成長長にに合合わわせせたたシシスステテムム活活用用・・EERRPP

（（
司司
会会
））
私私
のの
会会
社社
のの
ＤＤ
ＸＸ
戦戦
略略

報報
告告
：：
鞍鞍
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石石
坂坂
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務務寺寺社社、、茶茶室室ななどどもも手手掛掛けけ

るる木木造造戸戸建建住住宅宅をを請請負負うう
工工務務店店のの石石坂坂辰辰郎郎専専務務
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反
映
し
た
い
。
今
は
社
員
は
い
な
い
が

、
社
員
が
入
っ
て
き
た
と
き
を
想
定
し

て
準
備
し
て
お
き
た
い
。

69
名
の
社
員
を
管
理
す
る
ツ
ー
ル
を

社
内
で
検
討
し
て
開
発
し
た
。
作
業
状

況
を
管
理
で
き
る
。
工
数
と
工
程
の
リ

ー
ド
タ
イ
ム
が
管
理
で
き
る
。
情
報
に

階
層
は
あ
る
が
、
全
員
が
見
る
こ
と
が

可
能
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
強
み
づ
く

り
で
開
発
費
四
百
万
円
を
掛
け
開
発
し

た
。
維
持
費
は
月
十
万
円
。

講
義
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
私
の
会
社

の
Ｄ
Ｘ
」
を
理
解
し
て
く
れ
た
の
で
安

心
し
た
。
ま
ず
は
デ
ー
タ
で
作
業
を
管

理
す
る
こ
と
。
次
に
そ
の
デ
ー
タ
を
い

か
に
複
数
の
人
が
共
有
化
す
る
か
で
あ

る
。
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
管
理
は
会
社
の

血
液
の
流
れ
の
管
理
で
あ
る
。

ププレレハハブブハハウウスス製製造造をを手手掛掛
けけるる中中林林明明緒緒取取締締役役

特
別
寄
稿

第
４
回

中
国
で
は
、
キ
ャ
シ
ュ
レ
ス
化
が

進
ん
で
い
る
。
中
国
か
ら
き
て
い
る

留
学
生
に
聞
い
て
も
、
中
国
で
の
買

い
物
で
は
、
現
金
を
全
く
使
っ
て
い

な
い
と
い
う
。

新
聞
に
よ
る
と
、
そ
の
シ
ェ
ア
は

ア
リ
ペ
イ
が
55
％
で
、
ウ
ィ
ー
チ
ャ

ッ
ト
ペ
イ
が
39
％
で
あ
る
と
い
う
。

そ
の
ア
リ
ペ
イ
を
運
営
し
て
い
る
の

が
、
ア
リ
バ
バ
集
団
の
ア
ン
ト
で
あ

る
。
ア
ン
ト
は
、
ア
リ
バ
バ
の
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス
を
運
営

し
て
い
る
。
こ
の
ア
ン
ト
は
、
昨
年

11
月
に
上
場
を
計
画
し
て
い
た
が
、

中
国
政
府
か
ら
上
場
の
延
期
を
さ
せ

ら
れ
た
。
（
注
２
）

こ
の
問
題
、
ア
リ
バ
バ
の
創
業
者

の
馬
雲
（
ジ
ャ
ッ
ク
・
マ
ー
）
の
昨

年
10
月
の
講
演
で
「
官
僚
主
義
が
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
阻
害
し
て
い
る
」

「
昨
日
の
手
法
で
未
来
を
管
理
で
き

な
い
」
な
ど
の
発
言
を
、
中
国
の
規

制
当
局
が
快
く
受
け
止
め
な
か
っ
た

か
ら
だ
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
（
注

２
）
（
注
３
）
し
か
し
、
そ
れ
だ
け

だ
ろ
う
か
。

「
新
興
企
業
や
消
費
者
も
借
入
を

銀
行
で
は
な
く
、
Ｉ
Ｔ
企
業
の
金
融

事
業
に
頼
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
の

報
道
（
注
２
）
の
方
が
気
に
な
る
。

膨
大
な
、
消
費
者
の
購
買
履
歴
を

も
つ
ア
リ
バ
バ
が
、
そ
の
デ
ー
タ
を

使
っ
て
貸
付
の
可
否
の
信
用
調
査
を

最
新
技
術
で
分
析
す
れ
ば
、
貸
倒
を

避
け
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
稀
に

誤
っ
て
貸
し
倒
れ
が
起
き
て
も
、
再

学
習
の
貴
重
な
デ
ー
タ
と
な
る
。

ア
リ
ペ
イ
を
使
っ
て
買
い
物
を
す

る
に
は
、
銀
行
か
ら
お
金
を
ア
リ
ペ

イ
に
入
金
し
て
行
う
。
ア
リ
バ
バ
は

そ
の
買
い
物
で
余
っ
た
お
金
を
、
銀

行
よ
り
高
い
利
回
り
で
運
用
す
る
仕

組
み
の
投
資
フ
ァ
ン
ド
を
作
っ
た
と

い
う
。

こ
れ
が
「
金
融
当
局
の
力
の
及
ば

な
い
と
こ
ろ
で
Ｉ
Ｔ
企
業
の
金
融
事

業
が
拡
大
す
れ
ば
金
融
政
策
は
効
力

を
失
い
、
既
存
の
銀
行
・
証
券
業
も

危
う
く
な
る
」
と
の
記
事
（
注
２
）

か
ら
す
る
と
、
こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
は
、
共
産
主
義
社
会
、
自
由
主
義

社
会
を
問
わ
ず
、
金
融
上
の
規
制
を

受
け
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

た
だ
、
共
産
主
義
社
会
の
規
制
の

ス
ピ
ー
ド
に
は
、
民
主
的
な
運
営
を

し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
凄
い
も
の

が
あ
る
。

す
で
に
膨
大
な
金
額
を
取
り
扱
っ

て
い
る
ア
ン
ト
。
そ
の
中
の
一
部
と

は
い
え
、
銀
行
を
経
由
し
な
い
お
金

を
循
環
さ
せ
て
い
る
。
銀
行
が
関
与

し
な
い
お
金
が
回
り
出
す
と
「
国
家

と
は
何
か
」
の
疑
問
が
、
共
産
、
自

由
の
区
別
な
く
沸
い
て
く
る
。

中
国
の
巨
大
Ｉ
Ｔ
企
業
や
民
間
型

の
急
成
長
し
た
企
業
が
、
中
国
の
繁

栄
を
支
え
て
き
た
。
デ
ジ
タ
ル
通
貨

に
繋
が
る
世
界
の
実
験
を
、
中
国
が

先
頭
を
切
っ
て
手
掛
け
て
い
る
と
い

え
る
。
中
国
の
成
長
に
陰
り
が
出
る

の
で
は
、
と
の
思
い
が
芽
生
え
る
。

（
専
務
理
事

小
平

和
一
朗
）

アアリリババババがが購購買買デデーータタでで信信用用調調査査ををしし、、金金融融ササーービビスス

中
国
が
キ
ャ
シ
ュ
レ
ス
社
会
の
先
導
役

現
場
を
何
か
所
か
や
っ
て
い
る
。
そ

の
進
捗
情
報
の
共
有
化
が
課
題
で
あ
る

こ
と
を
認
識
で
き
た
。
次
の
受
注
活
動

を
行
う
上
で
は
、
作
業
者
の
作
業
密
度

を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
だ
。

消
費
者
ニ
ー
ズ
が
大
き
く
変
わ
っ
て

い
る
。
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
早
め

に
ネ
ッ
ト
で
つ
か
ん
で
住
宅
づ
く
り
に

沼沼田田塾塾のの代代表表でで地地方方のの活活性性化化
にに取取組組むむ、、土土木木事事業業にに取取組組むむ
小小坂坂哲哲平平社社長長

を
共
有
す
べ
き
」
に
は
改
善
す
る
余
地

が
あ
る
と
気
づ
い
た
。
今
後
は
部
下
の

つ
く
る
社
内
の
管
理
デ
ー
タ
を
共
有
し

て
作
業
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

ま
ず
は
エ
ク
セ
ル
を
使
っ
た
管
理
を

進
め
る
べ
き
と
学
ん
だ
。
生
産
工
程
の

管
理
で
取
り
入
れ
た
い
。
ま
た
営
業
か

ら
工
場
に
対
し
て
、
受
注
に
応
じ
て
指

示
を
出
す
が
、
そ
の
依
頼
デ
ー
タ
を
社

内
で
共
有
し
、
見
え
る
化
し
た
い
。

（注２）編集委員 村山宏（2021.1.6）『真相・深層 アリババ包囲網の深謀 ■中国、デジタル人民元普及へ本腰』、日本経済新聞社

（注３）ジョン・ソーンヒル（2020.11.11）『アントが踏んだ虎の尾』、FINANCIAL TIMES、日本経済新聞

報報
告告
：：
中中
林林
工工
業業
中中
林林
取取
締締
役役

報報
告告
：：
千千
吉吉
良良
電電
気気
工工
事事
千千
吉吉
良良
社社
長長

報報
告告
：：
ヒヒ
カカ
リリ
ホホ
ーー
ムム
島島
田田
社社
長長

報報
告告
：：
小小
坂坂
建建
設設
小小
坂坂
社社
長長

公公共共、、民民間間のの電電気気工工事事をを手手
掛掛けけるる千千吉吉良良徳徳人人社社長長

土土地地をを仕仕入入れれししてて建建売売もも手手
掛掛けけてていいるる島島田田崇崇弘弘社社長長

講講
義義
のの
総総
括括

土土
山山
真真
由由
美美
講講
師師

西西河河技技術術経経営営学学研研究究準準備備会会合合 2021.1.12

「西河技術経営学」研究準備会合（第３回）
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グ
は
、
工
学
を
学
ば
な
く
て
も
、
理
解

で
き
る
範
囲
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
を

論
じ
る
。
経
営
学
と
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
と
の
関
わ
り
は
、
経
営
学
を
学
ぶ
上

で
、
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

重
要
な
基
礎
知
識
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（
技
術
）
が
モ
ノ

づ
く
り
や
コ
ト
づ
く
り
を
具
現
化
し
、

差
別
化
を
つ
く
り
出
し
、
そ
し
て
そ
れ

ら
を
支
え
て
い
る
。

変
化
は
、
技
術
を
理
解
し
、
社
会
の

実
情
と
特
性
を
理
解
し
、
市
場
を
創
生

す
る
能
力
と
需
要
を
作
り
出
す
先
見
性

が
求
め
ら
れ
る
時
代
で
も
あ
る
。
社
会

の
変
革
、
技
術
の
ト
レ
ン
ド
を
知
ら
ず

に
予
測
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

経
営
の
基
本
に
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が

あ
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
は
、
保
有

す
る
技
術
で
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
つ
く

り
、
経
済
価
値
に
変
換
す
る
仕
組
み
で

あ
る
。
技
術
経
営
で
は
「
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
」
を
支
え
て
い
る
「
技
術
」
の
存

在
を
認
識
し
て
組
み
立
て
る
。
経
営
を

す
る
に
は
、
こ
の
技
術
を
無
視
し
て
商

品
づ
く
り
や
サ
ー
ビ
ス
企
画
を
つ
く
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

城城
づづ
くく
りり
のの
エエ
ンン
ジジ
ニニ
アア
リリ
ンン
ググ

城
づ
く
り
の
話
は
、
技
術
経
営
の
技

術
の
存
在
の
説
明
に
適
し
て
い
る
。

戦
国
の
時
代
に
「
織
田
信
長
に
城
づ

く
り
を
私
に
任
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
名

乗
っ
た
秀
吉
。
城
づ
く
り
の
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
を
理
解
し
、
人
、
モ
ノ
、
金

を
準
備
し
、
人
の
で
き
な
い
こ
と
を
引

き
受
け
た
た
と
想
定
す
る
。

城
づ
く
り
で
必
要
な
資
材
を
リ
ス
ト

ア
ツ
プ
し
、
必
要
な
購
入
資
金
を
調
達

し
、
時
間
と
金
を
見
積
も
り
、
運
搬
手

段
を
考
え
出
す
。
そ
の
資
材
は
、
石
垣

技技
術術
経経
営営
をを
いい
かか
にに
説説
明明
（
注
４
）

経
営
的
な
立
場
で
扱
う
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
は
、
サ
イ
エ
ン
ス
（
科
学
）
の

知
識
が
無
く
て
も
理
解
で
き
る
範
囲
の

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
で
あ
る
。

技
術
経
営
で
扱
う
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

第
三
期
目
と
な
る
敬
愛
大
学
で
の
寄

付
講
座
「
経
営
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
・

西
河
技
術
経
営
学
入
門
」
が
１
月
20
日

に
終
え
た
。
三
期
の
講
義
か
ら
は
、
財

団
が
編
集
し
た
『
西
河
技
術
経
営
学
入

門
』
（
図
６
）
を
教
科
書
と
し
て
使
用

し
て
講
義
を
進
め
た
。

図
書
が
あ
る
こ
と
で
、
充
実
し
た
講

義
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
14
章
か

ら
な
る
技
術
経
営
入
門
に
整
理
が
で
き

た
の
も
、
敬
愛
大
学
で
の
２
年
間
の
講

義
経
験
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。

財
団
は
、
「
西
河
技
術
経
営
学
」
と

称
す
る
学
問
の
体
系
化
を
目
指
し
て
い

る
。
Ｍ
Ｏ
Ｔ
と
い
う
と
工
学
部
の
生
徒

に
と
な
る
が
、
敬
愛
大
学
で
は
、
文
系

の
経
済
学
部
の
生
徒
に
技
術
が
つ
い
た

技
術
経
営
を
講
義
し
て
い
る
。
ま
さ
に

「
文
理
融
合
」
の
実
践
で
あ
る
。

本
年
４
月
か
ら
の
第
四
期
目
で
は
、

国
際
学
部
の
「
入
門
経
済
学
」
も
ジ
ョ

イ
ン
し
て
講
義
す
る
。
図
７
に
示
す
よ

う
に
「
文
理
融
合
」
「
実
理
融
合
」
に

取
組
む
。
技
術
経
営
を
文
系
の
学
生
が

平
易
に
理
解
で
き
て
学
問
で
あ
る
。

四四
月月
かか
らら
第第
四四
期期
目目
にに
取取
組組
むむ

敬愛大学の講義は、座学６０分＋演習３０分で構成されている。演習では、座学で学んだことに関連する課題を検討して発
表する。回数を重ねるうちに、説明のレベルが飛躍的に向上する。左から２番目が、指導をする小平和一朗専務理事。

22002200..99..3300～～22002211..11..2200

文理融合、実理融合を実践する
経経
営営
シシ
ミミ
ュュ
レレ
ーー
シシ
ョョ
ンン
・・
西西
河河
技技
術術
経経
営営
学学
入入
門門

経経営営ににおおけけるる技技術術のの役役割割

敬敬
愛愛
大大
学学
経経
済済
学学
部部
経経
営営
学学
科科
・・
第第
三三
期期

西河技術経営学入門（第３期）講座

図６ 教科書に使った
図書（注４）

変変
革革
時時
代代
のの
技技
術術
経経
営営
をを
学学
ぶぶ

ビビ
ジジ
ネネ
スス
モモ
デデ
ルル
にに
おお
けけ
るる
技技
術術
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ど
う
す
る
か
で
あ
る
。

事
業
コ
ン
セ
プ
ト
、
事
業
領
域
、
事

業
目
標
に
つ
い
て
は
、
事
業
の
方
向
性

を
定
義
す
る
内
容
に
な
る
。
変
革
の
時

代
、
同
じ
事
業
領
域
に
留
ま
る
こ
と
が

難
し
い
時
代
で
あ
る
。
中
長
期
の
視
点

で
は
、
現
状
の
強
み
を
生
か
し
て
ど
の

よ
う
な
事
業
に
取
組
ん
で
い
く
か
を
打

ち
出
す
必
要
性
が
あ
る
。

現
状
の
強
み
と
は
、
企
業
が
保
有
す

る
人
、
モ
ノ
、
金
と
い
う
資
源
で
あ
る

と
と
も
に
、
保
有
す
る
技
術
で
あ
る
。

こ
の
技
術
を
将
来
に
備
え
て
い
か
に
変

化
さ
せ
、
社
会
に
役
立
つ
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
を
生
み
出
す
こ
と
に
繋
ぐ
か
が
中

長
期
の
視
点
で
見
直
す
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

イイ
ノノ
ベベ
ーー
シシ
ョョ
ンン
にに
取取
組組
むむ

日
本
に
は
、
技
術
が
あ
っ
て
も
、
事

業
化
で
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
と
い
わ
れ

る
。
優
れ
た
持
て
る
技
術
を
使
っ
て
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
を
つ
く
り
、
顧
客
と
の

つ
な
が
り
を
つ
く
れ
な
け
れ
ば
事
業
に

は
な
ら
な
い
。
更
に
は
事
業
化
だ
け
で

は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
は
な
い
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
き
た
か
か
の

判
定
は
、
市
場
に
あ
り
、
評
価
を
す
る

に
は
、
市
場
に
あ
る
。
市
場
が
形
成
さ

れ
、
投
資
資
金
の
回
収
が
で
き
て
は
じ

め
て
売
り
手
は
、
利
潤
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
循
環
が
回
る
こ
と
で
利

便
性
、
機
能
的
に
優
れ
た
モ
ノ
や
サ
ー

ビ
ス
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

ＩＩ
ＣＣ
ＴＴ
がが
ビビ
ジジ
ネネ
スス
をを
創創
出出
すす
るる

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
注
５
）
が
、
仕
事
の
や
り

方
や
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
新
た
に
作

り
出
す
。
産
業
革
命
と
い
わ
れ
る
ほ
ど

の
社
会
構
造
の
変
革
を
先
導
す
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
や
り
方
の

何
を
変
え
、
ど
の
よ
う
な
変
革
を
遂
げ

て
い
る
の
か
を
学
び
た
い

用
の
大
き
な
石
や
材
木
や
土
塁
作
り
の

土
や
壁
の
漆
喰
の
材
料
や
釘
や
縄
。

城
づ
く
り
に
お
け
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
は
、
技
術
を
理
解
し
て
、
経
営
資

源
で
あ
る
人
、
モ
ノ
、
金
を
あ
ら
か
じ

め
試
算
し
、
計
画
を
立
て
て
、
準
備
し

、
無
駄
が
な
く
適
正
に
使
っ
て
行
う
。

城
づ
く
り
は
、
人
、
モ
ノ
、
金
と
モ

ノ
づ
く
り
や
コ
ト
づ
く
り
を
理
解
し
て

取
組
む
技
術
経
営
そ
の
も
の
。

経経
営営
目目
標標
がが
明明
確確
にに
しし
てて
戦戦
略略
立立
案案

戦
略
と
は
何
か
を
考
え
る
。
戦
略
課

題
と
は
、
経
営
目
標
と
現
状
と
の
ギ
ャ

ッ
プ
を
埋
め
る
と
き
の
課
題
や
問
題
に

な
る
。
経
営
目
標
と
現
状
分
析
が
あ
っ

て
、
戦
略
や
戦
術
が
あ
る
。
経
営
力
、

実
行
力
、
技
術
力
が
、
戦
術
、
戦
略
を

具
現
化
し
、
経
営
を
支
え
て
い
る
。

実
務
で
技
術
に
関
連
し
な
い
戦
略
や

戦
術
は
無
い
。
経
営
と
言
う
と
、
技
術

経
営
戦
略
な
の
で
あ
る
。
意
識
し
な
い

と
、
技
術
の
存
在
が
見
え
な
く
な
る
。

中中
長長
期期
経経
営営
計計
画画

中
長
期
の
企
業
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
ら
か

に
す
る
。
中
長
期
の
企
業
ビ
ジ
ョ
ン
と

は
、
企
業
の
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
で
あ

る
。
事
業
コ
ン
セ
プ
ト
、
事
業
領
域
、

事
業
目
標
、
風
土
設
定
、
人
財
な
ど
を

（注４）アーネスト育成財団編、西河洋一、小平和一朗、淺野昌宏、杉本晴重著（ 2020）『西河技術経営学入門』芙蓉書房出版

（注５）ICT（Information and Communication Technology）：情報通信技術

（注６） ホームページ（http://eufd.org）の研究会 /調査研究報告 /『連載：技術経営』に後日掲載

西河技術経営学入門（第３期）講座

図図７７ 技技術術経経営営学学のの文文理理融融合合・・実実理理融融合合

経 営 学

技技術術経経営営学学

ビジネス事例

入門経営学

経経営営シシミミュュレレーーシショョンン

文理融合

実理融合

22002200..99..3300～～22002211..11..2200

理理事事（（工工学学博博士士）） 山山中中 隆隆敏敏

デ
ジ
タ
ル
技
術
で
環
境
変
化
に
対
応

技技術術経経営営10新
型
コ
ロ
ナ
感
染
リ
ス
ク
を
避
け

る
行
動
変
容
で
、
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど

デ
ジ
タ
ル
化
が
一
気
に
進
ん
だ
。

コ
ロ
ナ
禍
を
機
会
と
捉
え
デ
ジ
タ

ル
技
術
と
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
サ
ー

ビ
ス
で
変
革
す
る
企
業
が
出
始
め
て

き
て
い
る
。

技技
術術
活活
用用
でで
医医
療療
のの
質質
のの
向向
上上

日
本
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
、
世

界
中
の
医
療
機
関
と
連
携
し
、
臨
床

現
場
で
の
意
思
決
定
を
Ａ
Ｉ
で
支
援

す
る
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
る
。
Ａ
Ｉ
画
像
診
断
技
術
で
ガ

ン
の
疑
い
の
あ
る
場
所
を
自
動
的
に

検
出
、
膨
大
な
医
学
知
識
デ
ー
タ
と

診
療
情
報
と
を
突
合
せ
、
推
奨
の
診

断
情
報
を
提
示
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
医

療
の
質
向
上
に
繋
げ
て
い
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
や
遠
隔
手
術
を

行
う
非
対
面
・
非
接
触
で
の
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
医
療

ロ
ボ
ッ
ト
、
５
Ｇ
、
仮
想
現
実
な
ど

の
技
術
を
活
か
し
、
患
部
の
感
触
を

遠
隔
地
か
ら
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
。
あ
た
か
も
目
の

前
に
い
る
か
の
よ
う
な
診
察
や
処
置

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
遠
隔
地
に

い
て
も
、
よ
り
自
然
な
状
態
で
同
じ

空
間
に
い
る
か
の
よ
う
な
一
体
感
と

意
思
疎
通
、
移
動
コ
ス
ト
が
削
減
で

き
る
有
効
な
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

新新
興興
国国
でで
活活
躍躍
すす
るる
日日
本本
企企
業業

東
南
ア
ジ
ア
で
は
、
国
立
銀
行
と

連
携
し
、
世
界
に
先
駆
け
て
実
現
し

た
デ
ジ
タ
ル
通
貨
。
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ

ー
ン
を
活
用
し
た
少
額
決
済
か
ら
企

業
間
取
引
ま
で
行
う
。
ス
マ
ホ
が
あ

れ
ば
決
済
で
き
る
デ
ジ
タ
ル
通
貨
は

現
金
と
同
等
の
価
値
を
持
ち
取
引
で

き
る
た
め
利
便
性
が
高
ま
る
。

商
業
施
設
と
連
携
し
、
カ
メ
ラ
か

ら
画
像
分
析
や
顔
認
証
で
、
店
舗
入

店
者
の
体
温
測
定
や
マ
ス
ク
着
用
を

自
動
チ
ェ
ッ
ク
し
感
染
リ
ス
ク
を
入

り
口
で
食
い
止
め
る
。
来
店
者
数
を

カ
メ
ラ
映
像
か
ら
自
動
的
に
数
え
て

店
舗
内
の
混
雑
状
況
を
見
え
る
化
し
、

密
に
さ
せ
な
い
社
会
環
境
変
化
に
適

応
し
た
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

常常
にに
変変
わわ
りり
続続
けけ
らら
れれ
るる
企企
業業

ト
ヨ
タ
自
動
車
は
、
自
動
車
メ
ー

カ
ー
か
ら
「
移
動
」
に
関
わ
る
あ
ら

ゆ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
モ

ビ
リ
テ
ィ
企
業
へ
変
わ
る
と
宣
言
し

た
。
こ
れ
は
、
大
企
業
と
い
え
ど
も

環
境
変
化
に
適
応
出
来
な
け
れ
ば
停

滞
し
生
き
残
れ
な
い
。
企
業
は
、
環

境
変
化
を
先
取
り
し
変
化
へ
の
対
応

力
（
課
題
を
設
定
し
解
決
）
す
る
研

究
開
発
に
投
資
す
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
を
常
に
変
え
続
け
な
が
ら
、
技

術
と
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
商
品
サ
ー

ビ
ス
提
供
は
、
中
小
企
業
に
と
っ
て

活
躍
成
長
で
き
る
機
会
と
な
り
う
る
。

技技
術術
経経
営営
リリ
ーー
ダダ
がが
変変
革革
をを
牽牽
引引

企
業
は
環
境
変
化
へ
適
応
で
き
る

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
、
商
品
サ
ー
ビ
ス

価
値
を
提
供
し
続
け
る
こ
と
が
変
革

を
創
る
。
そ
れ
に
は
市
場
と
技
術
と

モ
ノ
コ
ト
づ
く
り
が
分
か
る
技
術
経

営
リ
ー
ダ
が
牽
引
し
顧
客
と
と
も
に

創
り
続
け
る
こ
と
だ
と
考
え
る
。

（注６）

変変化化をを先先取取しし、、技技術術ととビビジジネネススモモデデルルでで変変革革
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大
統
領
の
就
任
式
を
目
前
に
ア
メ

リ
カ
が
混
乱
し
て
い
る
。
１
月
６
日
、

バ
イ
デ
ン
氏
の
当
選
を
最
終
確
定
さ

せ
る
上
下
両
院
合
同
会
議
が
開
か
れ

て
い
た
連
邦
議
会
に
、
敗
北
を
認
め

な
い
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
支
持
者
が

乱
入
、
一
時
議
事
堂
を
占
拠
し
て
多

く
の
死
傷
者
、
逮
捕
者
を
出
し
た
。

こ
の
騒
動
を
扇
動
し
た
と
し
て
、
多

く
の
高
官
が
ト
ラ
ン
プ
と
袂
を
分

か
っ
た
。
ま
たT

w
i
t
t
e
r

社
は
ト
ラ
ン

プ
の
個
人
ア
カ
ウ
ン
ト
を
永
久
凍
結

し
た
と
発
表
。
同
社
の
決
定
に
は
言

論
の
自
由
を
め
ぐ
り
賛
否
あ
る
が
、

多
く
の
支
持
者
を
熱
狂
さ
せ
ツ
イ
ッ

タ
ー
と
い
う
武
器
を
失
っ
た
こ
と
は
、

ト
ラ
ン
プ
政
治
の
終
焉
を
象
徴
し
よ

う
。
大
統
領
就
任
式
に
も
欠
席
す
る

見
込
み
の
ト
ラ
ン
プ
は
、
立
つ
鳥
跡

を
「
濁
す
」
格
好
で
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ

ス
を
去
る
こ
と
に
な
る
。
バ
イ
デ
ン

政
権
に
期
待
さ
れ
る
の
は
「
脱
ト
ラ

ン
プ
」
更
に
は
１
９
８
０
年
代
以
降

の
「
小
さ
な
政
府
」
す
な
わ
ち
新
自

由
主
義
か
ら
の
転
換
に
な
り
そ
う
だ
。

ト
ラ
ン
プ
の
経
済
政
策
「
ト
ラ
ン

ポ
ノ
ミ
ク
ス
」
の
柱
は
、
法
人
と
中

間
所
得
層
に
対
す
る
減
税
、
規
制
撤

廃
で
あ
っ
た
。
減
税
は
所
得
増
加
を

通
じ
て
、
規
制
撤
廃
は
競
争
の
刺
激

を
通
じ
て
、
い
ず
れ
も
生
産
拡
大
を

も
た
ら
す
と
い
う
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ク
ス

の
考
え
を
引
き
継
い
だ
。
確
か
に
株

価
は
上
昇
し
、
就
業
者
数
は
増
え
、

失
業
率
は
低
下
し
、
経
済
は
順
調
に

見
え
た
。
し
か
し
そ
の
恩
恵
は
金
融

資
産
を
独
占
す
る
富
裕
層
や
大
企
業

に
限
ら
れ
、
所
得
格
差
は
拡
大
し
た
。

公
約
だ
っ
た
製
造
業
の
ア
メ
リ
カ
回

帰
も
実
現
し
て
い
な
い
。
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
最
大
の
被
害
者
も
対
人
接
触

を
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
労
働
現

場
で
働
く
中
下
層
の
人
々
で
あ
る
。

歴
史
的
に
み
て
も
格
差
拡
大
は
経
済

成
長
の
制
約
要
因
と
な
る
。
立
命
館

大
学
の
中
本
氏
は
「
バ
イ
デ
ン
は
法

人
税
や
富
裕
層
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ

ン
に
対
す
る
税
率
の
引
き
上
げ
で
パ

イ
の
分
配
を
変
え
、
経
済
再
建
や
格

差
是
正
の
た
め
に
ま
っ
と
う
な
政
府

を
取
り
戻
す
必
要
が
あ
る

」
と
い

う

。
こ
れ
と
並
ん
で
ア
メ
リ
カ
第
一

主
義
か
ら
多
国
間
協
調
主
義
へ
の
転

換
も
求
め
ら
れ
る
。
ト
ラ
ン
プ
政
権

の
ア
メ
リ
カ
第
一
主
義
は
「
脱
オ
バ

マ
」
の
性
格
が
強
か
っ
た
。
地
球
温

暖
化
は
フ
ェ
イ
ク
だ
と
し
て
パ
リ
協

定
か
ら
離
脱
、
「
グ
リ
ー
ン
・

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
」
政
策
を
否
定
し

た
。
オ
バ
マ
ケ
ア
も
撤
廃
し
、
福
祉

国
家
シ
ス
テ
ム
再
生
の
夢
を
打
ち
砕

い
た
。
科
学
や
福
祉
を
軽
視
し
た
ア

メ
リ
カ
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
最

大
の
被
害
国
に
な
っ
た
こ
と
は
い
か

に
も
皮
肉
。
気
候
変
動
や
感
染
症
な

ど
の
問
題
に
は
多
国
間
協
調
主
義
で

臨
む
必
要
が
あ
る
（
注
８
）
。

国
際
経
済
の
勢
力
図
も
変
わ
り
つ

つ
あ
る
。
世
界
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
シ
ェ
ア

を
み
て
も
Ｇ
７
に
代
わ
っ
て
存
在
感

を
大
き
く
し
て
い
る
の
は
中
国
や
イ

ン
ド
な
ど
新
興
国
だ
。
バ
イ
デ
ン
政

権
は
新
興
国
や
第
三
世
界
に
対
し
て

ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
の
か
。

国
内
の
支
持
基
盤
も
盤
石
と
は
い
え

な
い
。
敗
れ
た
と
は
い
え
ト
ラ
ン
プ

は
大
統
領
選
挙
で
７
４
０
０
万
票
に

上
る
大
量
得
票
を
記
録
し
た
。
オ
バ

マ
と
ト
ラ
ン
プ
と
い
う
政
界
の
「
二

人
の
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
（
注
９
）

」

を
引
き
継
ぐ
バ
イ
デ
ン
政
権
の
船
出

は
厳
し
い
も
の
に
な
ろ
う
。
歴
代
最

高
齢
は
不
安
材
料
だ
が
、
そ
の
豊
か

な
政
治
手
腕
に
は
期
待
し
た
い
。

編編集集後後記記

一一般般財財団団法法人人
アアーーネネスストト育育成成財財団団

案案内内

定定
時時
評評
議議
員員
会会
開開
催催

定
時
評
議
員
会
を
令
和

２
年
12
月
９
日
（
水
）
に

明
治
神
宮
内
の
会
館
で
実

施
し
た
。
新
コ
ロ
ナ
感

染
下
で
も
あ
り
、
参
加
す

る
人
数
を
絞
り
、
評
議
員
、

理
事
と
監
事
の
み
で
開
催

し
た
。

西西
河河
技技
術術
経経
営営
塾塾
８８
期期
生生

緊
急
事
態
宣
言
の
あ
り
、
２
月
７
日

ま
で
休
塾
し
た
が
、
更
に
解
除
ま
で
に

は
時
間
が
掛
か
り
そ
う
で
あ
る
。
遠
隔

講
義
の
ス
タ
イ
ル
で
、
２
月
７
日
以
降

は
塾
を
再
開
す
る
予
定
で
あ
る
。

西西
河河
技技
術術
経経
営営
塾塾
入入
門門
講講
座座
（（
沼沼
田田
））

２２
期期
生生
（（
後後
援援
・・
沼沼
田田
市市
））
募募
集集

沼
田
市
で
開
催
す
る
第
２
期
は
３
月

27
日
開
講
予
定
で
あ
る
。
昨
年
に
引
き

続
き
会
場
に
沼
田
の
小
坂
建
設
の
事
務

所
を
使
う
。
講
義
構
成
は
、
18
章
の
構

成
に
充
実
し
た
。
目
玉
は
、
財
務
関
連

や
グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
戦
略
論
、
コ
ス
ト

ハ
ー
フ
、
Ｄ
Ｘ
問
題
等
で
あ
る
。

敬敬
愛愛
大大
学学
講講
義義
４４
期期
（（
文文
理理
融融
合合
））

４
月
か
ら
の
敬
愛
大
学
の
講
座
（
4

期
）
で
は
経
済
学
部
と
新
た
に
国
際
学

部
の
学
生
を
対
象
に
加
え
、
技
術
と
経

営
と
の
繋
が
り
を
講
義
す
る
。

（注７） 明治大学政治経済学部専任講師・博士（経済学）
（注８）中本悟「アメリカ大統領選挙 2020―バイデン新政権は分断社会の転換をはかれるか」『経済』（新日本出版社）、No. 304、1月号、2021年。

（注９）アメリカ政治史におけるオバマとトランプの評価については、古矢旬『グローバル時代のアメリカ―冷戦時代から21世紀』岩波新書、

2020年、4章を参照されたい。

緊
急
事
態
宣
言
下
で
編
集
作

業
に
取
り
組
ん
だ
。
事
務
所
に

は
、
弁
当
持
参
で
車
で
出
か
け

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
下
で
も
、
い

か
に
平
常
の
活
動
が
で
き
な
い

か
を
考
え
仕
事
し
て
い
る
。

１
月
20
日
に
終
え
た
敬
愛
大
学
経
済

学
部
で
の
後
期
の
講
義
は
、
対
面
形
式

で
取
り
組
ん
だ
。
学
生
の
顔
色
か
ら
理

解
度
を
把
握
し
、
随
時
質
問
を
投
げ
か

け
な
が
ら
、
対
話
形
式
で
理
解
を
深
め

る
よ
う
心
掛
け
た
。
「
教
え
る
と
は
学

ぶ
こ
と
な
り
」
を
実
感
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

１
月
12
日
に
土
山
氏
が
講
師
に
な
っ

て
取
組
ん
だ
Ｄ
Ｘ
戦
略
入
門
・
試
験
講

座
は
、
新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
評
価

を
小
坂
代
表
の
沼
田
塾
の
塾
生
の
協
力

を
得
て
取
り
組
ん
だ
。
受
講
し
た
経
営

者
に
司
会
か
ら
「
何
を
学
ん
だ
か
」
を

質
し
、
成
果
の
確
認
を
し
た
。

経
営
人
財
の
育
成
に
取
組
ん
で
い
る
。

経
営
学
は
大
企
業
の
経
営
を
理
論
化
し

て
い
る
。
ブ
ラ
ン
ド
構
築
、
Ｄ
Ｘ
、
商

品
開
発
、
人
財
育
成
な
ど
、
中
小
企
業

の
経
営
で
、
そ
の
ま
ま
使
え
な
い
理
論

も
多
い
。
大
企
業
の
経
営
セ
オ
リ
ー
を

そ
の
ま
ま
中
小
に
持
ち
込
む
と
経
営
を

誤
る
こ
と
が
あ
る
。
（
小
平
和
一
朗
）


